
アルジェリア政治・経済月例報告 

（２０１７年５月） 

 

平成２９年７月 

在アルジェリア日本国大使館 

 

１ 内政 

●１日，ブーテフリカ大統領はメーデーに際し，直面する課題に対し社会的な

平和保持が求められ，購買力の保護が重要であり，政府・経営者・労働者三者

の枠組みによる対話は国際的な称賛の的となっている旨声明を発表。 

●４日に投票が行われた国民議会選挙に関し，５日，ベドゥイ内務・地方自治

大臣は１次結果として，国民解放戦線（ＦＬＮ）が５７議席減となったが，連

立与党民主国民連合（ＲＮＤ）ともに過半数を占め，投票率は３８．２５％（在

外を含めると３７.０９％）と前回（約４３％）よりも低い結果となり，無効票

及び白紙票は約２百万票等と発表。 

●８日，憲法評議会は，国民議会選挙１次結果として投票率は３５．３７％，

無効票数は１，７５７，０４３，獲得議席数は（１）国民解放戦線（ＦＬＮ）

１６４，（２）民主国民連合（ＲＮＤ）１００，（３）平和のための社会運動

（ＭＳＰ）／変革戦線（ＦＣ）同盟３３と発表。 

●１０日，セラル首相は，今次国民議会選挙で第三党となった平和のための社

会運動（ＭＳＰ）のマクリ党首を政府官邸にて迎え，新内閣に参画するよう提

案。 

●１８日，憲法評議会は，国民議会選挙の最終確定結果を投票率：３５．３７％，

無効票数：１，７７８，３７３，議席獲得数（１）国民解放戦線（ＦＬＮ）１

６１，（２）民主国民連合（ＲＮＤ）１００，（３）平和のための社会運動（Ｍ

ＳＰ）／変革戦線（ＦＣ）同盟３４等と発表。 

●２３日，国民議会にてブハジャ議員が議長に選出。 

●２４日，ブーテフリカ大統領，テブン前住宅・都市計画大臣兼商業大臣代行

を首相に任命。 

●２５日，ブーテフリカ大統領，テブン新内閣閣僚を任命。 

 

２ 外交 

●９日付当地政府系紙は，マクロン次期仏大統領宛選挙当選に関するブーテフ

リカ大統領発祝電を掲載し，同次期大統領のアルジェリア来訪時における植民

支配に関するコメントを評価。 

 



●６日，メサヘル・マグレブ・ＡＵ・アラブ連盟大臣，リビア南部のガト市，

及びガダメス市を訪問し，地方議会議員らと会談し，対話によるリビア危機解

決に向け協議。 

●８日，リビア近隣１１か国外相会合（コブラー国連事務総長特別代表も出席）

をアルジェにて開催。 

●９日，シラージュ・リビア首相が来訪し，セラル首相，メサヘル・マグレブ・

ＡＵ・アラブ連盟大臣と会談。 

●１４日から１６日，ＡＦＲＩＰＯＬ（アフリカ警察協力機構）の第１回総会

がアルジェにおいて開催され，アフリカ諸国警察責任者，ユーロ・ポール，イ

ンターポールを含む地域・国際警察機構の代表らが出席した。今次総会で，Ａ

ＦＲＩＰＯＬ議長（当国ハメル国家警察庁長官，任期２年）他が選出され，Ａ

ＦＲＩＰＯＬの内規や国内・地域・国際警察協力の枠組みが検討された。 

 

３ 治安 

●１９日，ベジャイア県シディ・アイシ地区において，国道沿いに仕掛けられ

ていた手製爆弾２個を治安部隊が解体した。現場は交通量の多い国道２６号線

をベジャイア地区から南西に４０キロのシディ・アイシ地区レミラ村付近。１

個は国道沿いのモスクの近くに，もう１個は国道路肩に埋められていた。 

●４日，ジジェル県セダト山岳において，軍はテロ対策の一環でテロリスト１

人（Ｓ．ラクミシ，別称：アブ・エラベス）を殺害し，手製爆弾２個と弾薬多

数を押収した。 

●１０日，ジジェル県エル・ミリア地区において，軍はテロ対策の一環で情報

に基づき待ち伏せを張り，１９９７年にテログループに加わったテロリスト（Ｂ．

ルドゥアン，別称：アブ・デール）を殺害し，カラシニコフ小機関銃１丁と大

量の弾薬を押収した。 

●１２日，アイン・デフラ県タシェタ・ズガガ地区において，軍はテロ対策の

一環で情報に基づき待ち伏せを張り，テロリスト１人を殺害し，カラシニコフ

小機関銃１丁を押収した。また，同日午後，上記作戦で得た情報に基づき，同

県エル・アバディア地区において，さらにテロリスト５人を殺害し，カラシニ

コフ小機関銃５丁を押収した。 

●１９日，スキクダ県コロ地区において，軍はテロ対策の一環で待ち伏せを張

り，テロリスト１人（アブデルクリム，別称：ムアド）を殺害し，カラシニコ

フ小機関銃１丁と弾薬多数を押収するとともに，同県内で手製爆弾３個を発見

し破壊した。 

●２５日，ベジャイア県アクブー地区において，軍はテロ対策の一環で待ち伏

せを張り，テロリスト（Ｌ．ファリード，別称：アブデルワハブ・アブ・ヤヒ



ア）を殺害し，カラシニコフ小機関銃１丁と弾薬多数を押収した。 

●２７日，タマンラセット県シレット（南部国境地帯）において，軍はテロ対

策の一環で情報に基づき，テロリスト３人（Ａ．アイッサ，Ｓ．マハムード及

びＪＢ．ブジャマア）を逮捕し，カラシニコフ小機関銃１丁，シモノフ半自動

銃１丁及び大量の弾薬を押収した（国防省コミュニケ）。 

●３１日，ブリダ県ラルバア地区において，テログループがパトロール中の憲

兵隊を襲撃し，憲兵隊員４名が軽傷を負った。本件に関しＩＳＩＬが犯行声明

を出した。 

 

４ 経済 

●１日，韓国ヒュンダイとアルジェリアのタフクート社のパートナーシップに

よってティアレット県のコンビナートで製造された自動車ブランド「ハッチバ

ック・ヒュンダイ」が，メーデーの式典でエル＝ガジ労働大臣ほか政府関係者

の前でお披露目された。 

●２日，テブン商業大臣代行は生鮮肉の輸入に関する１９の許可状に署名した。

この１９の許可状は２０,０００トン分の肉の取引に関わるもの。 

●７日，サフェックスで第５０回アルジェ・国際見本市の開会式が行われ，セ

ラル首相はじめ政府および経済界の要人たちが出席した。出展者は計１０３０

で，４９４の外国企業が参加した。ロシアが特別招待国として招かれ，日本を

含む２８の国が公式パビリオンを設けた。 

●１０日，タッシリ航空のハルシャウイ社長は，米ボーイング社とアルジェリ

アでの航空機部品・設備の生産開始について交渉を進めていると発表した。こ

の交渉は，タッシリ航空がボーイング７３７－８００型機を３機購入するとい

う交渉の中で出てきたもの。 

●１０－１１日，アリ・ハダット会長率いるアルジェリア経営者フォーラム（FCE）

の代表団が，ダブリンを訪れ，アイルランド企業フォーラムと交流。両国経済

界の協力関係深化について意見を交わした。 

●２２日，マグレブ・リージング・アルジェリア（MLA）社はルノー・アルジェ

リア社と特別パートナー協定を結ぶことで合意した。両者はこの協定により，

ルノー・アルジェリア社による自動車製造を促進するとともに，柔軟で有利な

融資によってアルジェリアの自動車関連中小企業・産業のネットワークを活性

化させたいと考えている。 

●３０日，新たに任命されたサシ商業大臣は家電製品，携帯電話，化粧品につ

いて，２０１７年の輸入許可の割当量を拡大すると発表した。 

 

５ 日本との関係 



●２８日，政府系エル・ムジャヒド紙に藤原大使レター「アルジェリア－日本

関係：２０１７年は飛躍の年」を要約した記事が掲載され，本年が我が国とア

ルジェリアの外交樹立５５周年にあたることが言及されるとともに，特に自動

車部門への日本企業の投資がアルジェリアの工業化に貢献する旨記載された。 

 

＜アルジェリア要人の外国訪問＞ 

日付 国 氏名・肩書き 目的 

５月８日 スイス（ジュネ

ーブ） 

ラマムラ外務・国際協力

大臣 

国連人権理事会に

出席 

５月９日 ドイツ ラマムラ外務・国際協力

大臣 

ホイスゲン首相府

外交・安全保障担当

首相補佐官と会談 

５月１０日 

～１１日 

イラク ブーテルファ・エネルギ

ー大臣 

マアスーム大統領，

ルアイビー石油相

と会談 

５月１３日 イタリア ベンサラ国民評議会議

長 

ボルドリーニ下院

議長と会談 

５月１５日～

１７日 

赤道ギニア メサヘル・マグレブ・Ａ

Ｕ・アラブ連盟大臣 

ＡＵのＣ１０安保

理改革グループ首

脳会合に出席。サ

ス・ンゲソ・コンゴ

（共）大統領兼リビ

アに関するＡＵハ

イレベル委員会委

員長と会談 

５月１５日～

１６日 

スペイン ブーテルファ・エネルギ

ー大臣 

ナダル・エネルギー

観光大臣，ダスティ

ス外相と会談 

５月１７日 米国 ラマムラ外務・国際協力

大臣 

ティラソン国務長

官他と会談 

５月１９日 フランス ハメル警察庁長官 ストック国際刑事

警察機構（ＩＣＰ

Ｏ）事務局長と会談 

５月２０日 ヨルダン ブシュアレブ産業・鉱業

大臣 

世界経済フォーラ

ム中東・北アフリ

カ・死海会合出席 



５月２１日 サウジアラビ

ア 

ベンサラ国民評議会議

長 

米・アラブ・イスラ

ム諸国サミット出

席。エセブシ・チュ

ニジア大統領と会

談 

５月２２日～

２３日 

ベルギー メサヘル・マグレブ・Ａ

Ｕ・アラブ連盟大臣 

モゲリーニＥＵ外

務・安保政策上級代

表，コブラー国連リ

ビア特使他と会談 

５月２３日～

２５日 

ロシア メサヘル・マグレブ・Ａ

Ｕ・アラブ連盟大臣 

第８回安全保障対

話出席 

５月２４日～

２５日 

オーストリア ブーテルファ・エネルギ

ー大臣 

ＯＰＥＣ非ＯＰＥ

Ｃ合意実施フォロ

ーアップ高等委員

会出席 

 

＜外国要人のアルジェリア訪問＞ 

日付 国 氏名・肩書き 目的 

５月２日 ノルウェー ブレンデ外務大臣 セラル首相，ラマム

ラ外務・国際協力大

臣，ブーテルファ・

エネルギー大臣と

会談 

５月６日 キューバ ゴンザレス・キディナ外

務第一副大臣 

ラマムラ外務・国際

協力大臣と会談 

５月８日 

   

リビア近隣１

１か国外相級 

(左記の他コブラー国連

事務総長特別代表ら関

係者) 

リビア近隣１１か

国外相会合に出席 

５月８日 スペイン イグリシヤス警察長官 ベドゥイ内務・地方

自治大臣，ハメル警

察長官と会談 

５月８日 ロシア モルズーフ産業・貿易大

臣 

テブン住宅・都市計

画大臣兼商業大臣

代行と会談 

５月９日 リビア シラージュ首相 セラル首相，メサヘ

ル・マグレブ・Ａ



Ｕ・アラブ連盟大臣

と会談 

５月１３日～

１４日 

アフリカ連合

（ＡＵ） 

ムーサ・ファキＡＵ委員

会委員長 

セラル首相，ラマム

ラ外務・国際協力大

臣と会談 

５月１４日 国連 ラクロワ平和維持活動

局長 

ラマムラ外務・国際

協力大臣と会談 

５月１６日 マリ クナティ司法大臣 セラル首相と会談 

５月２１日 

～２２日 

マレーシア ダト・シリー・スフィグ

ンスワラン上院議長 

セラル首相，ベンサ

ラ国民評議会議長

他と会談 

５月２２日 カザフスタン カマールディーヌーフ

大統領特使 

セラル首相と会談 

（了） 


